




















癌， も う 1 症 例 は 前 立 腺 移 行 上 皮 癌 と 診 断 さ れ た。
miRNAの網羅的発現解析には，277種類のmiRNA発現解
析 が 可 能 なDog miRNome miRNA PCR Array Kit
（Qiagen）を用い，Real-time PCRにてmiRNA発現の比較・
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合度 2 〜 4 のオリゴペプチドを高収量で得る至適pHは6.5
付近であることが明らかとなった。さらに，反応液成分の
経時的な挙動を解析したところ，酵素によって生成して蓄
積したオリゴペプチドはPapainの好適基質として伸長反
応に利用され，バッチ式の反応システムでは収量に限界が
あることを見出した。このことは，反応生成物を酵素と同
一環境から分離・回収することを可能にする固定化酵素の
導入が効果的であることを示唆する。
　固定化酵素による連続式反応システムでは，酵素エリア
を通過した反応液中からTyrオリゴペプチドを吸着・除去
する装置が必要である。疎水的相互作用を利用する吸着剤
が候補として考えられるが，過度な吸着能を発揮する素材
を用いた場合，未反応のTyrエチルエステルをも反応液か
ら排除し，結果的にペプチドの収量が低下する可能性があ
る。さらに，吸着したペプチドを溶出する際に大量の有機
溶剤が必要になることも懸念される。そこで，敢えて疎水
力の弱い吸着剤を利用することを検討したところ，現時点
ではノビアス（日立ハイテク）ODタイプがTyrモノマーと
Tyrオリゴペプチドとの一定の分離を可能にすることを見
出した。今後は実際にペプチド生産効率の高い連続式ペプ
チド合成システムを組み立て，得られたペプチドの機能性
評価を試みる。
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